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藻川河川名事業名

●位置図

●現状の課題
琵琶湖における内湖、淀川の干潟やワンド
等の湿地帯、瀬と淵の減少等河川形状の変
化、水質や底質の悪化、水位変動の減少や
外来種の増加並びに水田を産卵の場として
いた魚類の移動経路の遮断等様々な要因が、
生物の生息・生育環境を改変し、固有種を
はじめとする在来種の減少を招いている。

●スケジュール

●具体的な整備内容

横断方向の河川形状を修復し、水陸
移行帯を保全しつつ、再生についても
検討する。　

地先兵庫県 尼崎市市町村府　県 東園田

●河川整備の方針
生物及び生物の生息・生育環境の現状と変化を的
確に把握するため、引き続きモニタリングを実施する。
また、河川に流れ込む支川や水路等を含めた河川
の横断方向及び縦断方向に連続性を持った生物の
生息・生育環境を確保するとともに、生物に配慮した
水位管理や水量管理等の方策について、関係機関
等と連携して検討する。　　　　　　　　　　　　　　

　

H15 H17 H19 H21

　16行目行p.25ページ５．２．６章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

●検討内容

　　・モニタリング方法の検討

　　・保全地区及び再生地区の選定

　　・汽水域を保全・再生するための

　　　方策の検討
　　・住民意見の反映方法の検討

　　・改善後の河川環境の保全・再生

　　　の予測

東園田地区

　　　検討範囲　延長 ：約 600m

H23 H25

検討

環境－５２

東園田地区

委員会

生息・生育環境の保全と再生の
検討（東園田地区）
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●現況写真

　

●平面図

オギ群落オギ群落

環境－５２

秋の開花時期
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●整備効果

１．事業効果

　現在でもまとまった規模のヨシ群落があり、この汽水域を好み生息・生育する動植
物も確認されるなど汽水域での生態系が形成されている良好な生態環境が残されてい
る。

本検討に基づき事業を実施した場合、これまでの藻川下流部の汽水域のヨシ原が保全、
再生されるとともに、それらを生息地とする動物の生息環境の保全、再生が期待され
る。

■環境保全・再生の事例

環境－５２

読売新聞　平成11年9月14日
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●提案理由（代替案含む）

１．箇所決定理由

　この地区は、現在でもまとまった規模の汽水域での生態系が形成されている良好な
生態環境が残っている。これらの環境の保全・再生を図ることで、これらを生息地と
する動植物の生息・生育環境を保全・再生する効果が期待される。

２．具体的検討手法　

　　

環境－５２

•モニタリング方法の検討

　　必要な生物生態の調査（魚介類、鳥類、動植物、等）

　　必要な物理環境の調査（土壌、地形状況、水位、流量、冠水頻度、等）

　　必要な水環境の調査（水質、底質、等）

•保全地区及び再生地区の選定

•汽水域を保全・再生するための方策の検討

　　河道特性（生態系、物理環境、水環境）に応じた形状の設定

•住民意見の反映方法の検討

•改善後の河川環境の保全・再生の予測

　　必要な生物生態の予測（植物、魚類、底生動物、鳥類、等）

　　必要な物理環境の予測（地形変化、冠水頻度、河床材料、等）

　　必要な水環境の予測（水質、底質、水温、等）
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